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lmを超える大型作品が9タイトル、80～90cmの 中型作品

が10タイトル、扉口上部装飾が5タイトル、暖炉前覆いが1

タイトルあり、様々なタイプの画面形式がみられ、画家の

試行錯誤の跡をうかがわせる6。 モティーフは後期とは対

照的に、狩猟画と厨房画が大半を占め、狩の獲物、厨房

の食肉や魚が壁面の前に吊り下げて組み合わされ、素焼

きや釉薬のかかった陶器がしばしば描かれる(図 9)7。 こぅ

した陶器は、台所や家事に用いる「家庭的な用具」として

の日常的な陶器であり、後期に描かれる洗練された白い

磁器は1点を除けばまったく登場しない8。 同じ主題である

ために一見すると似ているようにも見える後期の《厨房の

テーブル》(図 1)であるが、よく見るとここでは《羊の骨付

き肉のある静物》(図9)に描かれたような茶色の釉薬のか

かつた素朴な壺ではなく、輝くばかりの滑らかな白い磁器

の水差しとなっており、《配膳室のテーブル》(図 2)の洗練

された食卓の準備と対をなしていることが見てとれる。次

に、描法について言えば、初期は比較的細部まで描写さ

れる傾向にあり、スケッチ風の粗い筆のストロークや盛り

上げが残されており、後期作品の筆致を塗り重ねた滑ら

かな質感とは異なるものである。

こうした初期と後期の静物画の間に観察されるモティ

ーフと描法の相違は、画業後半になって経済的に豊かに

なった画家個人の生活ぶりを反映するもの、あるいはま

た事物の質感や光、形体の表現に対する関心の高まりと

いった画家の内的な様式発展として専ら解釈されてき

た9。 確かにこうした試みはある程度の成果が挙げられて

おり、筆者はそれに必ずしも異論を唱えるものではない。

しかしながら、時としてそれは、19世紀になされたシャル

ダン「再発見」以降に形成された、作品世界と画家個人

の人柄ないし生活環境とを重ね合わせようとするノスタル

ジックな18世紀絵画観を継承していることはいささか否め

ない。筆者は、シャルダンの画業形成の重要な要因の一

つとして、新たに作品の購入者の趣味を検討し、作品の

画面形式やモティーフ、造形との関係を再考すべきである

と考える。

2.後期の静物画作品の愛好者―ラ・リヴ・ド・ジュリを中

`blこ

後期の大型の寓意装飾画6タイトルは、王室やロシア

のエカチェリーナ2世といった国内外の王侯からの公的な

依頼によるものであったが10、 彼らは小型の静物画を購

入することはなかった。一方、小型作品の注文の記録は

残されていないため、購入された経緯の詳細や価格は不

明なものが多い11。 だが、ローザンベールの研究によって

′θ

現在明らかとなった作品の所有者を検討するならば、主

にフランス国内の、新進の美術愛好家、王立絵画彫刻ア

カデミー(以下、アカデミー)の 名誉愛好家12、 貴族や地

方領主、同時代に活動した芸術家や文筆家が多数含ま

れる。こうしたコレクターの中から、サロンに出展された

作品の所有者、あるいは美術愛好家としての影響力とい

った観点から以下に代表的なコレクターを挙げてみたい。

シャルダンが静物画制作に回帰して間もない頃の対幅

《厨房のテーブル》と《配膳室のテーブル》(図 1、 2)を所

有したのは、アンジュ=ロ ラン・ド・ラ・リヴ・ド・ジュリ

(Anr― Laurent de La Live de Jully,1725-1779)で あつ

た。彼は、この他に風俗画の対幅《デッサンの練習》(図

4)、 《良き教育》も蒐集した。この人物については、後で

詳述するが、あらかじめ先取りするならば、以下に挙げる

蒐集家たちもまた、直接ないしは間接的に彼の趣味の影

響を受けた可能性がある。

1763年制作で同年のサロンに出された対幅《葡萄とざ

くろ》と《ブリオッシュ》(図 5、 6)を所有したのは、政治家

ルイ。フェリポー・サン・フロランタン伯 爵(Louis

Phёlypeau,Comte de SaintFlorentin,1705-1777)で あ

った。

サン・フロランタン伯爵のあとに上述の対幅を入手した

とされるのは13、 ァンジェ(Anger)の 地方領主ピエール=

ルイ・エヴェイヤール・ド・リヴォワ(Pierre― Louis Eveillard

de■ivois,1736-1790)で あつた。彼は、《桃、プラム、ビ

スケット、ボトル、ファイアンスのポット》(図7)も含めて少

なくとも5点の静物画を所蔵した。

芸術家の所蔵者の中から、金細工師ジャック。ロティエ

(Jacques Roettiers,1707-1784)を 挙げておこう。彼は、

1756年制作で同年のサロンに出た対幅《アプリコットの

場詰め》(図 8)、 《ナイフを入れたメロン》を所蔵していた。

以上のように、後期静物画作品の所蔵者の中から、主

たるコレクターを数名取り上げた。ここで触れなかった所

蔵者も含めて、風俗画の場合のような国内外の王侯では

なく、裕福なブルジョワや貴族、地方領主、芸術家が小

型静物画作品を熱心に購入する傾向がみられる。彼らの

多くに共通するのは、比較的小規模なタブロー画の蒐集

と、同時代のフランス絵画をよく所蔵した点である。

では、それ以前にシャルダンはどのような顧客を獲得し

ていたのだろうか。初期の静物画について言えば、大型

の寓意装飾画作品4点を除けば14、 その他は来歴が不明

なものが多数を占める。しかし、裏を返すならば、そのこ

と自体が記録に残るほど有力な顧客を得てはいなかった

ことを示していると考えられるだろう。少なくとも1737年の
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同時代の彫刻家ピガール(Pigalle)の 《メルクリウス像》24

であり、明らかにフランス美術の称揚の意図がこめられて

いるためである。しかし、このことを敷衛するならば、1756

年制作 《配膳室のテーブル》(図 2)に も同様の解釈が可

能ではなかろうか。中央に描きこまれている白いポタオイ

ユと大皿のセットは、ストラスブールのハンノン窯で1748

年に開発されたと推定される錫釉の軟質陶器に同定され

ており25、 これもフランス的なモティーフとみなすことがで

きるもボタオイユと大皿は、17世紀以来のフランス式の晩

餐に不可欠の構成要素であつた。さらに付言するならば、

ラ・リヴが1764年 までにラルジリエール(Largillierre)の

《美しきストラスブール女性》26を購入したこともまた、偶

然ではないかも知れない。このことはまた、同時期の1756

年から1763年まで、フランスが七年戦争に参戦したことに

よる同地の状況をも想起させずにはおかない。

ラ・リヴは、1757年にシャルダンの《厨房のテーブル》と

《配膳室のテーブル》、ならびに対の風俗画作品(図 1、 2、

4)をサロンの展示のために貸与した。サロンのリヴレには

「ラ・リヴ・ド・ジュリ氏のフランス派の蒐集室から」と明

記されている27。 サロンヘの作品貸与者として名前を記さ

れること自体、当時の愛好家にとって大きな誉れとなるこ

とであった。さらに、彼の蒐集室は公開されており、同年

に刊行されたデザリエ・ダルジャンヴィル(Dё zallier

D'argenvlle)の 案内書にコレクション内容が紹介された

際も、「フランス派に栄光をもたらす絵画コレクションJと

の讃辞が冒頭に添えられたことも注目に値する28。 すなわ

ち、既に1757年の時点で彼のフランス派コレクションが

有名であつたこと、そしてシャルダンの静物画作品もまた

そこに収められたことが、広く知れ渡ったことがわかる。

その後もたて続けにシャルダンは小型の静物画作品を

制作してゆく。それらは愛好家たちの手に渡り、隔年で開

催されるサロンヘも出展された。1759年には、7点の静物

画が出展され、中でも《白いティーボット、葡萄、りんご、

くるみ、ナイフとボトル》には、同定は困難とされるものの、

白い錫釉の陶器のティーボットが描かれている29。 1761年

のサロンに出された《ナイフを入れたメロン》と《アプリコ

ットの場詰め》(図8)に描かれたティーカップとソーサーは

シャンティイ窯の柿右衛門写しの磁器であつた。この対

幅を所蔵したロティエは、フランス派とオランダ・フランド

ル派をほぼ同数所有しており、その歿後の競売カタログ

からは、風俗画や風景画、静物画を愛好していたことが

わかっている30。 1763年の《葡萄とざくろ》に登場する水

差しも同じ窯の磁器に同定された。その対である《ブリオ

ッシュ》の右のリキュール・ボトルは、1750年代以降にロ

″

レーヌ(Lorraine)地 方のサン=キ ラン(SaintQuirin)の マ

ニュファクチュアで製造されたもので、それまでのボヘミア

ングラスの流行にとってかわるものであった。さらに、ブリ

オッシュは当時優雅とされたノルマンデイー地方発祥の菓

子パンである。これらを所有したサン・フロランタン伯爵

の1778年の競売カタログからは、オランダ。フランドル絵

画と18世紀フランス絵画をほぼ同数所有したことがわか

っており、やはり風俗画や風景画、静物画の所有が目立

つ譴。最後に、リヴォワが所蔵し、1764年頃に編年される

《桃、プラム、ビスケット、ボトル、ファイアンスのポット》

(図 7)に は、サン・クルー窯の軟質磁器が描かれている。

リヴォワは、イタリア派、ネーデルラント派、フランス派を

幅広く蒐集したが、1770年頃から同時代フランス絵画の

蒐集に注力するようになり、1777年には、邸宅を新古典

主義様式に改築して新たな蒐集室を作り、まさにラ・リヴ

に範をとってコレクション・カタログの編纂も試みるなど、

地方にいながらもパリの最新の美術動向を意識していた

ことが半J明 している32。

こうした連続した制作ぶりとサロンヘの出展は、裕福な

蒐集家たちに及んだ「自国美術の愛好趣味」の影響の波

と、このタイプの小型の静物画の成功とを示すものと考え

られる。前節で論じたように、これらの蒐集家たちは同時

代のフランス絵画を熱心に愛好した点で共通しており、

特にリヴォワにはラ・リヴにはじまる「自国美術の愛好趣

味」からの影響が指摘されている。先行研究では、作品

に描かれたモティーフによってシャルダンの個人的な生活

環境の再現が試みられてきたものの、その意図に反してこ

うした陶磁器の多くは彼の財産目録の中に発見されてお

ら哄 研究者たちをしばしば戸惑わせてきた33。 だが、当

時の静物画家にとって、モティーフとなる工芸品を他から

借用して制作することは決して珍しいことではなかった。

すなわち、シャルダン後期の小型の静物画作品に新たに

描かれたモティーフは、画家の私的な生活の記録としてよ

りも、むしろ顧客である裕福な愛好家たちの先進的な趣

味を先取りないしはそれに応えたものとして捉えるべきで

あると考えられる。

では、サロンで展示された作品は、どのように評価され

ただろうか。ここで、作品に対する批評の変遷に目を転じ

たい。ま哄 初期から中期にかけて制作されたシャルダン

の静物画と風俗画は、アカデミー入会作品 《エイ》が、フ

ランドル絵画と見間違えられるほどであったという有名な

逸話にも象徴されるように、その主題や技法、巧みな自然

模倣をテニールス(Teniers)や レンブラント(Rembrandt)

といった名に結びつけ、フランドル、オランダ絵画になぞら
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しやすいためであったと推察できる。観者は、文字通り描

かれた「眼の前の自然」に近しい距離から向き合うことに

なるのである。

ラ・リヴの蒐集室に立ち返ろう。分レジャンヴィルは次

のように記録した。「小蒐集室には、ヴェルネ(Wbrnet)氏

によるサルヴァトール・ローザ(Sa市atOr Rosa)風 の美しい

タブロー風景画1点が収められている。同じく《月の光》、

これはマルスネ(Marcenγ )が版画化したもの。デポルト

(Desportes)に よる大型のタブロー。ステラ(Stella)と ロヮ

ール(Loyr)に よる2点の小さな《聖家族》。トゥルニエール

Courniere)に よる《歌手》。4点のシャルダン氏による作

品、そのうちの2点 はル・バ(le Bas)が版画化した40。 ラン

クレ(Lancret)の 《楽 しみの集い》、これはムヮット

(Moitte)が 版画化した」41。 そのあとに「この蒐集室を飾

る塑像の中には [・
・・

]」 と、最後に塑像作品の紹介が

続く。

ラ・リヴは、絵画を数多く集めたこの「小蒐集室」に、

フランス絵画の中でも風景画や風俗画、動物画、そして

静物画といったマイナー・ジャンルの絵画を中心にまとめ

たようである。シャルダンによる4点とは、もちろん《厨房

のテーカレ》と《配膳室のテーブル》(図 1、 2)、 風俗画の

対幅《デッサンの勉強》(図4)と 《良き教育》のことであ

る。画題の低い作品や小型の作品は壁面の下方に置か

れる展示の慣習、また、シャルダンの作品への言及が、

陳列台や低いキャビネの上に置かれる塑像の記述の直

前になされていることを考えあわせると、《厨房のテーブ

ル》と《配膳室のテーカレ》は、壁面の下部、おそらくは

ほぼ眼の高さあたりに置かれたであろう。シャルダンの作

品の近くに展示されたらしい、ランクレの《楽しみの集い》

は、現在 《庭園での午餐会》(図3)に 同定されており、

557× 46cmと いう小さなサイズである。実はこの作品は、

王室コレクション所蔵でヴェルサイユ(versailles)宮 殿の

ルイ15世の食堂を飾った188× 123cmの 大型サイズの作

品42を縮小した模作である。確かに、ランクレによる国王

所蔵の大型の原画が1735年に制作されたことを考慮する

ならば、ラ。リヴ自身がこの模作の制作依頼をしたわけで

はなかったかも知れない。しかし、いずれにしても、当時、

美術愛好家の間では、宮殿や教会のための大きなサイズ

の歴史画や宗教画、あるいは雅宴画を、蒐集室にふさわ

しいサイズに縮小した模作を発注することが好まれてお

り、この作品もまたそうした例の一つと言えるだろう。

ラ・リヴがシャルダンの作品(図 1,2,4)を この《庭園

での午餐会》(図3)の近くに配置したことは、彼がどのよう

にこれらの作品を捉えていたかを知る手がかりとして重要

″

である。《庭園での午餐会》に描かれているのは、ほぼ同

時代のフランスの裕福な階級の人々の愉楽的な屋外での

昼食風景である。食事も終わりかけて酪酎した人々が取

り囲むテーブルには、自いクロスがかけられて、グラスや

皿、ヮインクーラー、ハムを載せた大皿が並ぶ。食事の

支度を描いた《厨房のテーブル》、《配膳室のテーブル》

(図 1、 2)とテーマの上でも連関していることが看取され

る。あたかもこれらの対作品は、ランクレの画中のさぎめく

ような午餐に饗される前の、静けさに満ちた食事の支度

のひとときの場面であるかのようなつながりを感じさせる

ものである。さらに、ランクレの作品に描かれているのは、

サン・クルー窯の磁器とされており43、 シャルダンの画中

の磁器と同時代のフランス製という点で共通している。こ

れは、シャルダンの静物画作品に、現代フランスの洗練

された食習慣の魅力が表現されていたことのさらなる証左

となるものである。すなわち、少なくとも1757年のラ・リヴ

の絵画蒐集室においては、シャルダンの静物画作品は、

フランドル・オランダ趣味の絵画としてではなく、同時代フ

ランスの裕福で洗練された生活と結びつけて鑑賞された

と言えるのである。

さて、当時のサロンでの展示に目を転じてみよう。ここ

でも小型のタブローが、低い位置に展示される傾向が同

様に認められる(図 12)。 ジャンルのヒエラルキーの最下

位にある静物画で、しかも小型である場合には壁面の下

方に展示されたことはほぼ間違いない。しかし、このこと

はマイナー・ジャンルであるがゆえに周縁に追いやられて

いるようでいて、実のところ逆説的ながら、観者に最も物

理的に近いということでもあった44。 ぉそらく、来場者は至

近距離からつぶさに作品の細部まで鑑賞することができ

たことだろう。「この魔術が何であるのか、まったくわから

ない。絵具の厚い層が互いに重なり合うように塗られてい

て、その効果は下の層から上の層へとあらわれ出てくる。

時には、カンヴァスの上に吹き付けられた水蒸気のようで

あり、また時には投げつけられた軽い泡のようである。

(中略)近づいてごらんなさい。するとすべてはごちゃごち

ゃに混ざり合い、平板になってつぶれて消えてしまう。遠

ざかつてごらんなさい。すべては再びつくられて、あらわれ

る。」45と ぃぅ、1763年のディドロの有名な批評は、おそら

くそのことを示唆しているのではないか。ヴェネツィア派や

フランドル派をはじめとする、見事な筆致を残した作品の

絵画的な効果を充分に鑑賞するためには、伝統的には距

離をとって展示するべきものとされてきた46。 だが、18世

紀後半になると、アカデミーの名誉愛好家会員をはじめ

美術愛好家たちの多くは余技として素描や版画を嗜み、
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8 例外的な以下の作品には、中国磁器が描かれている。CAT R n° 38
9 筆者は、後期作品のモティーフの選択やその描写にみられる硬質な幾何
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ち` 失われた大型作品3点 の注文主は不明である CAT R l10S

llみ
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ス革命の社会的混乱もあり、19世紀以前の来歴が不明な作品も
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図7 ジャン=シメオン・シャルダン《〃g、 プラム、ビスヶット、ボトル、ファイァンスのポッ
ト》1764年頃、19× 34cm、 アンジェ美術館

図8 ジャン=シメオン・シャルダン 《アプリコッ
トの瓶詰め》1756年、57× 51cm、 トロント、
オンタリオアートギャラリー

殴0,菫

鮨:i:誓弼写祠雛膚掏鍼

図9 ジャン=シメオン・シャルダン 《羊の骨付き肉のある
静物》1730年、407× 32 5cm、 ボルドー美術館

図11 ユベール・

年-80年、

ロベール〈イ同人蒐集家のサロン》1770
パリ、ルーヴル美術館版画素描室

図12ガブリエル・サン=ト ーバン《1765年のサロン》24× 46 7cm
パリ、ルーヴル美術館版画素描室
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